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建設業の利益率は下落の一途 



建設業の労働生産性は右肩下がり 
 建設業の労働生産性は他業種の約１/２ 
 →生産性向上には、総合的なIT(BIM)化が必須 



BIM(ビム)とは、Building Information Modeling 
建築生産プロセスのグローバルスタンダードに 

ＢＩＭとは 
建設業の総合的IT化 



BIM建設革命 
 BIMとは、三次元設計とネットワークを活用した、 
 『次世代型建築生産プロセス』 
 BIMは建設部材(パーツ)毎のデータ管理が可能。 
 世界各国で国家単位で普及が進んでいます。 
 アメリカでは、建設プロジェクトの50％をBIMで遂行 
 ヨーロッパでは、建設プロジェクトの34％をBIMで遂行 
 アメリカ・イギリスでは、国家プロジェクトをBIM義務化 
 中国では国家５カ年戦略にBIMが盛り込まれる 
 シンガポールにおいてはBIMによる建築確認申請が実現 

 
 BIMの採用により、工期15％圧縮、コスト20％削減 
  (HOK社統計データより) 

 
 

BIM(Building Information Modeling)は、 
建設業界の総合的IT化 



ＢＩＭ世界の普及状況 
アメリカ 

 50％ 

ヨーロッパ 

 34％ 

アメリカ・イギリス 

 国家プロジェクト義務化 

中国国家5カ年計画 

シンガポール 

 建築確認申請実現 

オーストラリア 

 産学官共同ロードマップ 
 

日本においては 
建設プロジェクトの 

僅か１％程度 



BIM普及、遅れの原因 
 リーダーシップ不足により、足並みの揃わない建設業界 
 国家・ゼネコン・ハウスメーカー 
 組織設計事務所・建材メーカー・設備メーカー 

 人材不足(マネジャークラスの人材が皆無) 
 高等教育機関(大学等)でBIMを教えている機関は、 
 ごく僅か。※全国で数校程度 
 BIMの運用には建築プロジェクトマネジメントの概念が 
 重要であるが、日本の建築教育では現状、教えていない。 

 情報公開に対して抵抗のある建設業界 
 BIMの最大のメリットは情報の見える化による、 
 ステークホルダー利益の最大化(コスト・問題点・工期) 
 ブラックボックス化された日本の建設業界は 
 情報公開に対して嫌悪感がある 

日本の建設業は 
ガラパゴス進化中 



従来の2DCAD BIM 

その生産性の違いは、 
『SL』と『新幹線』によく例えられる。 

普及の遅れは深刻。 

工期15％圧縮 
コスト20％削減 



2012年５月30日、建設通信新聞 
ようやく日本もBIM本格普及へ 



日建設計執行役員設計担当 
プリンシパル・デジタルデザイン室長  
山梨 知彦氏 
 
日本郵政不動産部門 
不動産企画部部長 
似内 志朗氏 
 
フジタ設計エンジニアリング 
センター計画設計部長 
檜貝 直哉氏 
 
フジタ技術センター先端  
システム開発部主任研究員 
小田 博志氏 
 
ビム・アーキテクツ代表 
山際 東氏 
 
ペーパレススタジオジャパン社長 
勝目 高行氏 
 
山設計工房代表取締役副所長 
照沼 博志氏 
井上 直樹氏 

安井建築設計事務所執行役員 
東京事務所副所長設計部長 
村松 弘治氏 
 
ジオプラン取締役技術統括部長 
近藤 修氏 
 
建築研究所主任研究員 
武藤 正樹氏 
 
竹中工務店東京本店設計部  
プロダクト部門設計担当課長 
森 元一氏 
 
清水建設建築事業本部東京支店生産  
総合センター情報化施工図グループ長 
室井 一夫氏 
 
丸秀工機専務 
関 元喜氏 
 
日積サーベイ社長 
生島 宣幸氏 

鹿島建築管理本部  
建築技術部担当部長 
矢島 和美氏 
 
プロモテック社長 
栗原 薫氏 
 
竹中工務店東京本店設計部 
プロダクト部門 
設計担当課長 
森 元一氏 
 
ＧＳＡ取締役 
遠藤 啓一氏 
 
国土交通省官庁営繕部 
整備課施設評価室長 
吉野 裕宏氏 
 
シェルパ社長 
高松 稔一氏 

日本のBIMキーマン21人 



日本のBIMキーマン21人の一人として 

日本のBIM普及に一役を担いたい 



2012年5月30日  
日本初、建築×クラウド、BIM建築情報プラットフォーム 

『ArchiSymphony』リリース！ 



BIMを普及させるために 
 足並みを揃えるための弊社の取組み 
 バラバラのフォーマットを統一（パラメータ・モデリング）、 
 BIMパーツデータを標準フォーマット化 
 クラウドより無償配布『ArchiSymphony』2012/5/30 リリース 
 人材育成への弊社の取組み 
 厚生労働省成長分野人材育成支援事業奨励金を活用した 
 全国BIMセミナーを9月より実施 
 対象：ゼネコン・建設会社・設計事務所・建材メーカー・設備メーカー 
 情報公開に向けての各業界団体の動き 
 ■国土交通省： 
 適正な競争環境実現にむけて 
 『建設業の再生と発展のための方策2012』発表 
 ■日本建築家協会： 
 『BIMガイドライン』を発表 
 コストの開示必須と明記 BIMによる建設コストの見える化を推奨 
 ■日本建設業連合会： 
 BIM専門部会を設け、BIMの標準フォーマット化に向けて活動中 

 
日本初 

建築情報 
プラットフォーム 



本日は、 

ご清聴ありがとうございました。 

[2012.9.4] 

＜お問い合わせ＞ 

ペーパレススタジオジャパン株式会社 

[東京]〒107-0052東京都港区赤坂 2－9－11オリックス赤坂2丁目ビル 

[大阪]〒541-0046大阪市中央区平野町３－２－１３平野中央ビル５Ｆ 

[本社]〒810-0001福岡県福岡市中央区天神１－9－17福岡天神フコク生命ビル10F 

Phone 03-5575-6643(東京)/092-725-8826(本社) 

Fax     03-4578-0394(全支店共通) 

Mail     info@paper-less-studio.com 
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